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従来型（４：３）とＨＤ型（１６：９）の入射角差

従来型 ＨＤ型

従来型

ＨＤ型

　　　〆（Ｈ）＝±２０°のスクリーン 　　　〆（Ｈ）＝±４０°のスクリーン

拡散性が低い為ホットスポットが生じる

適視領域がない

拡散性が高い為サービス領域が広い

適視領域（画面全体が均一な明るさになる）が得られる

００ －８０ ８０８０－８０

０．５

１．０

５．０

ホットスポット（中心部分が周辺部より極端に明い現象）

０．５

１．０

５．０

ＶＩＥＷＩＮＧ　ＡＮＧＬＥ ＶＩＥＷＩＮＧ　ＡＮＧＬＥ

２．表面反射（テカリ）がない（マット面）

１．〆（Ｈ），〆（Ｖ）が広い

　　　〆（Ｈ）＝±４０°

例：　Ｇ（ｓ）＝２．５

　　　〆（Ｖ）＝±２０°

１．スクリーンゲインが高い

２．〆（Ｈ），〆（Ｖ）が狭い

３．表面反射（テカリ）がある

例：　Ｇ（ｓ）＝３．５

　　　〆（Ｈ）＝±２０°

　　　　　　〆（Ｖ）＝±１５°

投射型ＨＤビデオプロジェクションは従来型テレビに比べ１６：９のワイド型であり、スクリーン両サイド

への入射角は鋭角になりスクリーン中央部への入射角との差が大きくなります。これがホットスポットの

ホットスポットの生じる原因になります。　下記はその理由です。
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適視領域が生じる領域

ホットスポットが出易いスクリーン ホットスポットが出にくいスクリーン
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ホットスポット

生じる第１原因です。第２はスクリーン反射特性によるもので、拡散性の低く表面光沢のあるスクリーンは
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